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　固定資産の所有者が死亡し、その資産について相続登記未了の場合には、相続人代表者の個人の資産と死亡
者の資産を分けて課税する必要があったものを、誤って相続人代表者の個人の資産と合算して課税していたも
のがあることが判明しました。その後、こうした事例のある市町に行き、どのように対応されたか伺うなかで、
本町として、解消に向けた調査と還付の手続きを進めてまいります。
　関係者並びに町民の皆さまに深くお詫び申し上げますとともに、解消に向けて取り組んでまいります。

◇資産税係調査対策室の設置
・令和元年８月１日に資産税係調査対策室を設置

し、職員２名、業務援助１名の体制で解消のため
の作業を開始しています。

・今年度での対象件数は、1,200 件程度と予想して
おり、業務完了までは２年程度の調査期間が必要
になります。

・調査状況については、進展に応じて、適時お知ら
せします。

◇次年度課税での適正化に向けてのお知らせ
　次年度は、こうした誤りを是正するため、令和２
年１月１日時点の所有者ごとに固定資産税を課税す
ることになります。このため、次に該当される人に
は、令和２年２月中に、次年度からの見直しの内容
についてお知らせをお送りする予定です。
・相続人代表者の個人の資産と死亡者の資産が混在し

ており、今後も合算して課税されるおそれのある人
・個人名義の資産と共有名義の資産が混在してお

り、今後も合算して課税されるおそれのある人

◇相続登記未了に係る課税誤りの参考例について（詳細は町ホームページをご覧ください。）
　次年度は合算を解除しますので、お手元に届く納付書の数は増えます。

所在地 所有者

田布施町○○ 1 番 Ａ

田布施町○○ 2 番 Ａ

田布施町○○ 3 番 Ｂ

所在地 所有者

田布施町○○ 1 番 Ａ

田布施町○○ 2 番 Ａ

所在地 所有者

田布施町○○ 3 番 Ｂ・計算例
　所有者 A と所有者 B が所有する固定資産（土地・家屋）が合算されて課税された場合（合算解除前）と別々

で課税された場合（合算解除後）を比較します。現時点の調査では、合算を解除しても税額に影響が出ない
場合が約半数を占め、残りの半数（影響が出る場合）のうち約 7割が影響額 1,000 円未満と見込まれます。
詳しい計算式は町ホームページに掲載しています。なお影響額は 1 年を基本として計算しています。

所有者
課税標準額 合算解除後

の税額土地 家屋 計

Ａ 52 万円 25 万円 77 万円 10,700 円

Ｂ 52 万円 25 万円 77 万円 10,700 円

Ａ + Ｂ 104 万円 50 万円 154 万円 21,400 円

合算解除
前の税額

－ － 21,500 円
（影響額）

100 円

所有者
課税標準額 合算解除後

の税額土地 家屋 計

Ａ 100 万円 7 万円（※）   100 万円 14,000 円

Ｂ 200 万円 150 万円   350 万円 49,000 円

Ａ + Ｂ 300 万円 157 万円   457 万円 63,000 円

合算解除
前の税額

－ － 63,900 円
（影響額）

900 円

（合算解除前）Ａさん宛　1 通 （合算解除後）Ａさん宛　2 通

【参考例1】影響額：100円（影響が出る場合の最も多い例） 【参考例 2】影響額：1,000 円未満

問税務課 資産税係　☎ 52-5804

※課税標準額は、土地の合計が 30 万円未満、家屋の合計が 20 万円未満のものは課税の対象となりません。こ
のため【参考例2】の中にある家屋7万円は、合算を解除した後で課税標準額を計算する場合は0円となります。

町民の皆さまにお詫び申し上げ、解消に向けて取り組んでまいります
相続登記未了に係る課税誤りへの対応について
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■町の取り組み概要
　固定資産税の計算の基礎となる土地や家屋の評価の見直し（評価替え）は、原則 3 年に 1 回行わ
れます。本町では、令和 3 年度の次回評価替えに向けて、土地評価方法を見直し、田布施町中心部
の一部において新たに路線価を付設し市街地宅地評価法にて評価を行います。
　また、町内全域における画地認定・条件計測、地目照合、形状などによる補正を行い、適正かつバ
ランスのとれた路線価評価を基に土地評価の見直しを行うこととしています。

■画地の計測・認定による形状などの補正の見直し
　本町では『その他の宅地評価法』（標準地比準方式）を採用してきたことから、これまで形状など
による補正は、著しい不整形地に対してのみ適用してきました。
　しかし、形状などによる補正は、不整形地によるもの以外にも奥行や間口といった内容を考慮する
項目もあり、山口県不動産鑑定士協会や田布施町固定資産評価審査委員会からの助言を受け、令和 3
年度の評価替えに向けて、奥行、間口も含めた形状などの補正による宅地等の評価の見直しを行います。

■一部地域への『市街地宅地評価法』（路線価方式）の導入
　宅地の評価の方法には『市街地宅地評価法』と『その他の宅地評価法』の２通りの方法があり、そ
の評価の基本においては異なるものではありません。
　本町では『その他の宅地評価法』のみを採用してきましたが、近隣の平生町、柳井市、光市などで
すでに『市街地宅地評価法』が導入されており、令和 3 年度の評価替えから田布施町中心部の一部
などの市街地を形成するに至っている地域について、より細かく、公平公正な評価をするために『市
街地宅地評価法』を採用していくことを予定しています。

■評価見直しなどに伴う支援業務について
　今回の見直しでは、路線価等の専門的な知見が必要とされ、また、上述の取り組みを限られた期限
内に確実に行うことが求められます。こうした見直しに対応できる専門的知識を有する会社や不動産
鑑定士の支援を受けることとし、令和元年度予算に計上し契約しています。

令和３年度の評価替えに向けて
固定資産（土地）評価見直しに取り組んでいます

問税務課 資産税係　☎ 52-5804

◇用語解説
・『市街地宅地評価法』とは
　路線価方式とも呼ばれているもので、標準宅地に沿接する主要な街路の路線価からその他の

街路の路線価を付設し、これに基づいて画地計算法を適用し、各筆の評点数を求める方法
・『その他の宅地評価法』とは
　標準地比準方式とも呼ばれているもので、標準宅地の評点数に基づいて宅地の比準表を適用

し、各筆の評点数を求める方法

◇対象範囲　田布施町全域
◇対象筆数　約 20,000 筆
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幼児教育・保育の無償化が
10月から始まります

■問合せ先
・保育所（園）などについて
　町民福祉課児童係　☎ 52-5810
・幼稚園について
　学校教育課学校庶務係　☎ 52-5812
・就学前障がい児の発達支援について
　町民福祉課福祉係　☎ 52-5810

　10月1日より、幼稚園、保育所、認定こども園
などを利用する3 ～ 5歳の子どもの利用料が無償
となります。
※0 ～ 2歳の住民税非課税世帯の子どもも対象と

なります。

給付の対象となる施設・事業 年齢と対象の世帯 補助の内容

保育所、認定こども園
（保育所部分）など

3 歳～ 5 歳児（全世帯） 無償

0 歳～ 2 歳児
（住民税非課税世帯）

無償

　幼稚園（新制度）・認定こども園
（幼稚園部分）

3 歳～ 5 歳児（全世帯） 無償

幼稚園の預かり保育 3 歳～ 5 歳児（全世帯）
『保育を必要とする事由』に該当
した場合、預かり保育利用料が
月額上限 1.13 万円まで無償

幼稚園
（町内では麻郷幼稚園・田布施幼稚園）

3 歳～ 5 歳児（全世帯）
無償

（一部の幼稚園は月額上限2.57
万円まで）

幼稚園の預かり保育 3 歳～ 5 歳児（全世帯）
『保育を必要とする事由』に該当
した場合、預かり保育利用料が
月額上限 1.13 万円まで無償

認可外保育所など
※一時預かり事業、病児保育事業、ファミ

リー・サポート・センター事業も対象

3 歳～ 5 歳児（全世帯）
『保育を必要とする事由』に該
当した場合、月額上限 3.7 万円
まで無償

0 歳～ 2 歳児
（住民税非課税世帯）

　『保育を必要とする事由』に
該当した場合、月額 4.2 万円ま
で無償

就学前の障がい児の発達支援 3 歳～ 5 歳児（全世帯） 無償



広報たぶせNo.996５

■幼稚園
※麻郷幼稚園・田布施幼稚園はこちらに該当します。
◇利用料
・満3歳～ 5歳児（小学校就学前）までの子どもを

対象に、入園料・保育料の利用者負担額は月額
25,700円まで無償となります。

※給食費や通園費などは無償化対象外です。

■幼稚園（新制度）・認定こども園
　（幼稚園部分）
◇利用料
・満3歳から5歳児（小学校就学前）までの子どもを

対象に、基本的な利用料（保育料）の利用者負担額
は無償となります。

・上記利用料とは別に、幼児教育に係る別途費用、
通園送迎費、食材料費などは、これまでどおり保
護者の負担となります。

・年収が360万円未満相当世帯の子ども、全ての
世帯の第3子以降の子どもは副食（おかず、おや
つなど）の費用が免除となります。

■預かり保育利用料
・共働き世帯など、保育を必要とする事由に該当す

る保育認定を受けている場合は、預かり保育利用
料が月額11,300円まで無償となります。

・利用日数に応じて、月額の上限額は変動します。
（450円×利用日数）

◇利用料
・満3歳になった後の4月1日から小学校就学前ま

での3年間、基本的な利用料（保育料）の利用者負
担額は無償となります。

・0歳～ 2歳児までの子どもは、住民税非課税世帯
を対象として、基本的な利用料（保育料）の利用者
負担額は無償となります。

・子どもが2人以上の世帯は、保育所等を利用する
最年長の子どもを第1子とカウントして、0歳～
2歳の第2子は半額、第3子以降は無償となります。

（年収360万円未満相当世帯については、第1子
の年齢は問いません。）

　さらに、年齢を問わず、3人以上の子どもがいる
世帯についても減免措置があります。

・上記利用料とは別に、通園送迎費、食材料費、行
事費などは、これまでどおり保護者の負担とな
ります。年収が360万円未満相当世帯の子ども、
全ての世帯の第3子以降の子どもは副食（おかず、
おやつなど）の費用が免除となります。

・その他、ひとり親世帯や在宅障がい児（者）のいる
世帯、本制度開始に伴い負担増となる世帯を対象
に、利用料の減免措置があります。

◇利用料
・3歳～ 5歳児の障がいのある子どもたちのための児

童発達支援などの利用者負担が無償となります。

◇利用料
· 一時預かり、病児・病後児保育、ファミリーサポー
トセンター、認可外保育所などは、保育の必要性
の認定を受けた3歳～5歳の子どもを対象として、
月額37,000円までの利用料が無償となります。

・0歳～ 2歳児の子どもは、住民税非課税世帯を対
象として、月額42,000円までの利用料が無償と
なります。

　幼稚園の預かり保育や、認可外保育所、保育園
の一時預かり、病児・病後児保育、ファミリーサ
ポートセンターをご利用の人のうち、無償化の対
象となるのは、保育の必要性の認定を受けた子ど
ものみとなります。
　保育の必要性の認定手続きは、9月9日（月）より
町民福祉課または学校教育課で受け付けますので、
サービスご利用の前に手続きをお願いします。

幼稚園・認定こども園（幼稚園部分）の利用について

保育所・認定こども園（保育所部分）の
利用について

就学前障がい児の発達支援について

その他の保育サービスについて
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プレミアム付商品券を販売します

　消費税の引上げが低所得者・子育て世帯の消費に与える影響を緩和し、地域の消費喚起を下支えするため、
プレミアム付商品券を販売します。対象になると思われる人には案内文書を送付します。

問町民福祉課 福祉係　☎ 52-5810

①申請が必要な対象者
　平成 31 年１月１日に田布施町に住民登録があり、令和元年度の住民税が非課税の人
※住民税課税者に扶養されている人や、生活保護受給者などを除きます。
※今月中旬に送付する案内文書に添付の申請書に必要事項を記入し申請すると、審査後に購入引換券を送付し

ます。
◇申請期間　９月 19 日（木）～令和２年１月 31 日（金）（消印有効）
◇申請受付場所　町役場１階会議室　特設窓口（12 月 23 日以降は町民福祉課福祉係）
◇購入可能額　１人につき商品券 2 万 5000 円分（購入価格２万円）まで

②申請が不要な対象者
　平成 28 年４月２日～令和元年９月 30 日に生まれた子どもがいる世帯の世帯主
※子どもの出生日に応じて令和元年６月１日、７月 31 日、９月 30 日に田布施町に住民登録がある人が対象

です。
※今月下旬以降に購入引換券が届きます。
◇購入可能額　上記期間に生まれた子ども１人につき商品券 2 万 5000 円分（購入価格２万円）まで

※①、②のどちらにも該当する人は両方が対象です。
※該当になると思われるにもかかわらず、申請書類または購入引換券が届かない場合は、お問い合わせください。

◇販売方法
・町から届く購入引換券と、本人確認書類をお持ち

の上購入してください。
・商品券 5000 円分（購入価格 4000 円）を１セ
　ットとして販売します。
◇販売場所　町内郵便局（田布施郵便局・麻郷郵便

局・城南郵便局・麻里府郵便局）
◇販売期間
　10 月１日（火）～令和２年２月 28 日（金）
◇利用可能店舗
　現在募集中です。詳細は町ホームページをご覧く

ださい。
※一覧表を案内文書に同封する予定です。
◇使用期限　令和２年３月 31 日（火）まで

■特殊詐欺や個人情報の詐欺にご注意を！

　プレミアム付商品券事業を装った詐欺にご注
意ください。町や県、国が次のようなことを行
うことは絶対ありません。
・手数料などの振込みを求めること
・ＡＴＭ（銀行やコンビニエンスストアなどの

現金自動預払機）の操作をお願いすること
※ご自宅や職場などへの町や国の職員をかたっ

た電話が来たり、郵便が届いた場合は、迷わ
ずに柳井警察署（電話 23-0110）または警
察相談専用電話（♯ 9110）にご連絡ください。

見　本
◀商品券の見本

▶イメージキャラクター
（カクニャン）
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10 月１日から『年金生活者支援給付金制度』がはじまります
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入や所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するた
めに、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必要となります。
　請求のご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

■対象者
◇老齢基礎年金を受給している場合
・65 歳以上である
・同一世帯の全員が市町村民税非課税である
・前年の年金収入額とその他の所得額の合計が

879,300 円以下である
※すべての要件を満たしている必要があります。
◇障害基礎年金、遺族基礎年金を受給している場合
・前年の所得額が 4,621,000 円以下である
※扶養親族の数によって基準額が変わります
◇注意事項
　次のいずれかに該当した場合、年金生活者支援

給付金は支給されません。
・日本国内に住所がないとき（届出が必要）
・年金が全額支給停止のとき
・刑事施設などに拘禁されているとき（届出が必要）
■請求手続き
①平成 31 年４月１日以前から年金を受給してい

る人
　支給の対象となる人には、日本年金機構から請

求手続きのご案内が９月上旬以降に順次届きま
す。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求
書）を記入し返送してください。

②平成 31 年４月２日以降に年金を受給しはじめ
た人

　年金の請求手続きと併せて年金事務所または町
役場で請求手続きをしてください。

※手続きはお早めにお願いします。
　 （令和元年 12 月末日を過ぎて手続きをされる

と、給付金は、手続きをされた月の翌月分から
となります。）

■日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話
や案内にご注意ください

　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号を聞
いたり、手数料などの金銭を求めることはあり
ません。

■問合せ先　給付金専用ダイヤル
　0570-05-4092（ナビダイヤル）

給付金特設サイト（厚生
労働省ホームページ）は
こちらから

　田布施町では、各施策を進めていく上での基
礎資料などとして、町民を対象に、下記の３つ
のアンケート調査を実施します。
■『健康づくりアンケート』（10 月実施予定）
　令和２年度に策定が行われる田布施町健康

増進計画に向けて、健康づくりに関するアン
ケートです。

■『まちづくりアンケート』（11 月実施予定）
　令和２年度に策定が行われる田布施町総合計

画に向けて、まちづくりに関するアンケート
です。

■『人権に関する意識調査』（11 月実施予定）
　町民の人権に関する意識を把握し、人権に関

する施策推進のための基礎資料となります。

田布施町からアンケート調査のお知らせ
　調査対象は対象年齢などを条件に無作為抽出を
行います。
　その中で、人によっては複数のアンケート調査
の対象となる場合があります。
　そのときは、記入などで時間をとることになり
ますが、それぞれの施策で、大事な基礎となる調
査です。ご協力をよろしくお願いします。
■問合せ先
◇健康づくりアンケートに関すること
　保健センター　☎ 52-4999
◇まちづくりアンケートに関すること
　企画財政課企画係　☎ 52-5803
◇人権に関する意識調査に関すること
　総務課総務係　☎ 52-5802
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田布施総合支援学校高等部が移設します
　来年の９月に県立田布施総合支援学校の高等部
が、旧田布施工業高校の校舎に移転することにな
り、現在移転に向けた工事を進めているところで
す。地域の皆さまにおいては、大変ご迷惑をおか
けしています。
　高等部移転後は、校内に『喫茶ルーム』を設け、
地域の皆様方との日常的な交流を行うなど、地域
に開かれた学校づくりを一層進め、生徒の自立と
社会参加を推進してまいりたいと考えています。
　皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいた
します。

新設する『喫茶ルーム』の名称を募集します

　この度、移転先の校内に新設する『喫茶ルー
ム』の名称を公募します。
　これから、地域の皆さまと交流を行う場所、
コミュニティの１つとして憩いの場となるよ
う、皆さまから多くの応募をお待ちしていま
すので、よろしくお願いします。
　なお、応募いただいた人の中から抽選など
により生徒の製作作品などをプレゼントした
いと考えていますので、よろしくお願いいた
します。
※抽選結果については商品の発送をもってか

えさせていただきます。

■『喫茶ルーム』名称募集

◇募集期限（当日消印有効）
　10 月 18 日 ( 金 )

◇応募資格
　田布施町に在住もしくは、田布施町にある

企業などに勤務している人

◇応募方法
　『喫茶ルームの名称』『住所』『お名前』『連

絡先番号』を記入し、FAX もしくは郵送
で応募

◇応募・問合せ先
　山口県立田布施総合支援学校
　〒 742-1504　熊毛郡田布施町大字川西 1030
　☎ 52-3572　FAX 52-3573

移転先・校舎配置図

喫茶・食品加工室
地域交流室

◀喫茶ルームイメージ写真

▼プレゼントの一部（例）
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たぶせスポーツまつり
日時：10月 13日（日）
　　　午前9時30分～午後2時30分
場所：TAIKOスポーツセンター田布施
主催：たぶせスポーツまつり実行委員会

◇卓球（中国電力）
　午前 10 時～午前 11 時 30 分
・持参物　ラケット、室内シューズ、
　　　　　飲み物、タオル
◇校区別ドッチビー大会
　午後 12 時 30 分～午後２時
◇健康ブース（ミーティングルーム）
　午前 10 時～午後２時

◇バスケットボール 3 × 3（要予約）　
　午前 10 時～正午
　東京オリンピックの正式種目でもある 

3 × 3( スリー・バイ・スリー ) を実施。
チームを作って対戦してみよう。 

◇ ZUMBA（ズンバ）
　午後 1 時～午後 2 時
　ラテン系の音楽に合わせて楽しくエク

ササイズ。自分のペースで楽しめるの
で初心者にもお勧めです。

　お祭り気分で盛り上がりましょう！
※持参物…室内シューズ・飲み物・タオ

ル

◇走り方教室（要予約）　午前 10 時～午前 11 時 30 分
　小学生を対象に、走り方の教室を開催します。楽しく優

しく指導します。
◇スポ少対抗水運びリレー　正午～午後 12 時 30 分
◇軽スポーツコーナー　午前 10 時～午後２時
◇おもしろ自転車・かざぐるま（ファームランド夢）
　午前 10 時～午後２時
◇ふわふわドーム　午前 10 時～午後 2 時
◇ペットボトルでボウリング（観光協会）
　午前 10 時～午後 2 時
◇抽選会　午後２時～

◇揚げたこ焼・焼鳥串など（石城会）
◇炊き込みごはんなど（町生活改善実行グループ）
◇かき氷・冷凍いちごなど（ファームランド）
◇ポン菓子・焼き芋（ファームランド夢）
◇タピオカ・カレー（キッチンみずいし）
◇うどん（町連合婦人会）
◇焼きそばなど（町更生保護女性会）
◇利用者作品の販売など（城南学園）
◇アメリカンドックなど（KIDS バレーボールクラブ）
◇スポーツ用品販売（シンタニスポーツ）

問スポーツセンター　☎ 52-3832

　町では、生涯にわたりスポーツにかかわり、健
康で生き甲斐を感じることができる『生涯スポー
ツのまち 田布施』をめざしています。
　皆さんが気軽に参加できる楽しいスポーツイベ
ントです。ぜひご参加ください。
※予約など、詳細はお問い合わせください。

◇テニス体験教室（テニスコート）
　午前 10 時～午後２時
◇弓道大会・体験コーナー（弓道場）
　午前 10 時～午後２時

◇ヨットに乗ってパン食い競争（プール）午前 10 時～正午
※ライフジャケットを着用します。濡れてもいい準備をし

てください。

町民グラウンド（運動競技会場）

第一体育館

第二体育館

出店案内（飲食ブース）

－共催－　田布施町・田布施町教育委員会・田布施体育協会
－協賛－　大晃機械工業株式会社

その他

駐
車
場
案
内

①第２・第３・第４駐車場
　（約 190 台）
②カワダ倉庫
　（約 100 台）
③麻郷幼稚園駐車場
　（約 100 台）
④ポンパ駐車場
　（約 40 台）

②

①

① ① ③

第21回

④



2019　９/13 号 10

■
ご
み
収
集

・
収
集
券　
５
２
０
円

・
事
業
系
不
燃
性
粗
大
ご
み（
直
接
搬

入
）５
０
０
kg
ま
で
／
６
２
０
円

■
馬
島
・
佐
合
島
航
路

◇
荷
物
運
賃　
片
道
／
１
個

・
10
　

kg
超
え
20
　

kg
以
下　
１
２
０
円

・
20
　

kg
超
え
30
　

kg
以
下　
１
８
０
円

※
10
　

kg
以
下
（
６
０
円
）
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

◇
貸
切
運
賃　
主
船
使
用
（
片
道
・

昼
間
）  

７
８
６
０
円

■
斎
苑

◇
葬
儀
式
場

・
葬
儀
使
用
／
３
時
間

　
１
万
６
５
０
０
円

・
通
夜
使
用
／
午
後
５
時
～
翌
日
午

前
９
時　
１
万
１
０
０
０
円

・
祭
壇
使
用　
５
万
１
７
０
０
円

・
冷
暖
房
使
用
料

　
８
３
０
円
・
３
１
０
円

◇
待
合
室

・
１
室
／
２
時
間　
３
３
０
０
円

■
問
合
せ
先　
熊
南
総
合
事
務
組
合

　
☎
57
‐
０
５
３
０

 （
消
費
税
率
改
定
に
よ
る
新
料
金
、

主
な
も
の
を
掲
載
）

ご
み
収
集
・
渡
船
・

斎
苑
の
使
用
料

　６月 19 日（水）、田布施町と住宅金融支
援機構は、【フラット 35】子育て支援型およ
び『田布施町子育て住まいる支援事業』に係
る相互協力に関する協定を締結しました。本
協定では、田布施町と住宅金融支援機構が協
力・連携し、各事業の推進および普及を図る
ことを目的としています。

【フラット35】子育て支援型および
『田布施町子育て住まいる支援事業』に係る相互協力に関する協定を締結

■【フラット 35】子育て支援型と田布施町
の子育て世代への住宅取得支援事業と併用
することで、民間金融機関と住宅金融支援
機構が提供する、最長 35 年の全期間固定
金利の住宅ローン【フラット 35】の借入
金利を一定期間引き下げる制度です。

　本制度の利用には、各種条件がありますので、
利用を検討する人は事前にご相談ください。

問企画財政課 企画係　☎ 52-5803

　映画監督の片元亮氏を迎え、田布施中学校の
2 年生 7 名が映像制作ワークショップに参加し
ています。片元監督のアドバイスを受けながら 8
月に町内各所で撮影を行いました。楽しみながら、
時には真剣な顔つきで、励まし合いながら撮影を
終えました。
　今後は編集作業を行い、12 月には完成作品の
発表会を予定しています。生徒の想いの詰まった
作品の完成を楽しみにお待ちください！

　8 月 6 日（火）・7 日（水）に山口県立田布施
農工高等学校と町が連携し、ものづくりのワーク
ショップの『ジュニアものづくらーラボ』を開催
し、小・中学生合わせて 20 人が参加しました。
　『3D モデリングコース』と『マイコンコース』
に分かれ、『3D モデリングコース』は専用ソフト
を用いてペン立てなどを作成し、3D プリンター
で作品を作り、『マイコンコース』は回路を組み、
自分が書いたプログラムで電子制御をしました。

『映像制作ワークショップ』が
開催されました！

工業の楽しさを
ものづくりを通して体感しました！
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サザンセト カップリングパーティー in 上関
参加者募集素敵な出会いをお探しの人、真剣にお付き合いしたい人を募集します。

◇日時　10 月 27 日（日）
　午後 3 時 30 分～午後 9 時
◇受付開始　午後 3 時～
◇場所　上関町総合文化センター
　※途中バスにて瀬里家へ移動します。
◇参加資格
・男性　20 歳～ 45 歳の独身者で、柳井地域（柳

井市・周防大島町・上関町・田布施町・平生町）
にお住まいの人

・女性　20 歳～ 45 歳の独身者（住所不問）
◇参加費　男性、女性　各 4,000 円
　　　　　（食事・ドリンク付）
◇定員　男性、女性　各 20 人
◇内容　上関の夕景鑑賞＆パン作り、オリジナル

　　　ビュッフェ

➡
水道料金 現行

基本料金（16㎥）3,110.4円
従量料金（4㎥） 993.6円

メ－タ－使用料 172.8円
合　計 4,276円

下水道料金 現行
基本料金（16㎥）2,937.6円
従量料金（4㎥） 799.2円

合　計 3,736円

改定後
3,168.0円
1,012.0円

176.0円
4,356円

改定後
2,992.0円

814.0円
3,806円

➡
田布施・平生水道企業団

☎52-2400
建設課　下水道管理係

☎52-5817

上下水道料金
改定のお知らせ

　
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
改
定

に
伴
い
上
下
水
道
料
金
を
次
の
よ
う

に
改
定
し
ま
す
。
令
和
元
年
11
月
・

12
月
分（
12
月
20
日
検
針
）以
降
の
料

金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
上
下
水
道
料

金
と
も
合
計
金
額
で
１
円
未
満
は
切

り
捨
て
の
金
額
と
な
り
ま
す
。
10
月

１
日
以
降
に
新
た
に
使
用
を
開
始
さ

れ
た
場
合
は
、
新
税
率
で
算
定
し
ま

す
。

　
メ
ー
タ
ー
口
径
13
㎜
、
水
道
水
を
１

か
月
20
㎥
使
用
し
た
場
合（
消
費
税
込
）

■
廃
棄
物（
ご
み
）の
野
焼
き
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
多
量
に
発
生
さ

せ
、
環
境
へ
の
悪
影
や
人
体
へ
の

健
康
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
の
焼
却
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
野
焼
き
禁
止
の
例
外

・
焚
き
火
な
ど
の
軽
微
な
も
の
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
住
宅
密
集
地
で
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
農
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

の
や
む
を
得
な
い
燃
焼
行
為

※
生
草
木
な
ど
は
乾
燥
さ
せ
る
・
少

量
に
分
け
て
燃
や
す
・
風
向
き
や

時
間
帯
に
配
慮
す
る
・
農
業
用
の

廃
ビ
ニ
ー
ル
は
燃
や
さ
な
い
・
一

緒
に
家
庭
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
な

ど
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
苦
情
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

町
職
員
が
現
場
、
事
情
を
確
認
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
町
民
福
祉
課
環
境
係

　
☎
52
‐
５
８
１
０

◇申込方法　下記申込み先へ電話または、らくよ
りドットコムＨＰ（http://rakuyori.com）の
専用申込フォームから予約

◇申込締切　10 月 18 日（金）
※応募者多数の場合は、申込締切後に抽選となり

ますが、締切前であっても、募集を打切る場合
があります。結果につきましては、抽選後ご連
絡します。

◇主催　柳井地区広域行政連絡協議会
◇協力
・カフェレストラン瀬里家（せりか）
・( 一社 ) やまぐち定住促進県民活動ネットワー

ク（らくよりドットコム）
◇申込み・問合せ先　企画財政課企画係
　☎ 52-5803

　
都
市
計
画
道
路
八
王
寺
駒
方
線
・

御
蔵
戸
上
ゲ
線
の
廃
止
に
関
す
る
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　
10
月
15
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所　
役
場
１
階
会
議
室

◇
原
案
の
閲
覧
期
間

　
９
月
24
日（
火
）～
10
月
８
日（
火
）

◇
原
案
の
閲
覧
場
所　
建
設
課
、
も

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
公
述
申
出
書
提
出
期
間

　
９
月
24
日（
火
）～
10
月
８
日（
火
）

※
公
述
申
出
書
の
様
式
は
、
建
設
課

で
受
け
取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
提
出
場
所　
建
設
課

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
公
聴
会

当
日
の
午
後
１
時
か
ら
、
会
場
入

口
で
受
け
付
け
を
し
ま
す
（
先
着

順
）。

※
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

同
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場

合
、
公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　
建
設
課
土
木
管
理
係

　
☎
52
‐
５
８
０
７

『
野
焼
き
』
に
つ
い
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を

都
市
計
画
道
路
の
廃
止
に

関
す
る
公
聴
会
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作
り
方

材
料（
４
人
分
）

　保健センターだより　健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

問保健センター　☎52-4999

杏
仁
豆
腐

　

ゼ
ラ
チ
ン
に
近
い
な
め
ら
か
な
口
当
た
り
に
す
る
た
め
、
粉
寒
天
は

固
ま
る
ギ
リ
ギ
リ
の
分
量
に
し
て
い
ま
す
。
パ
ル
ス
ィ
ー
ト（
代
替
甘
味

料
）で
作
る
と
12
ｇ（
１
／
３
量
）で
砂
糖
と
同
じ
甘
さ
に
な
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
１
人
46
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

１人分の栄養価
エネルギー…81kcal
たんぱく質…2.3g　脂質…2.4g
カルシウム…21mg　塩分…0.1g

※
献
立
提
供 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク　
管
理
栄
養
士　
木
村
僖
乃
先
生

粉寒天 2g
水 200㏄
砂糖 36g
調整豆乳 335㏄
アーモンドエッセンス 
 少々
　　砂糖 6g
　　水 大さじ４
クコの実 2g

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①
鍋
に
水
を
入
れ
、
粉
寒
天
を
振
り
入
れ
て
火
に
か
け
る
。
か
き

混
ぜ
な
が
ら
、
２
分
間
沸
騰
さ
せ
る
。

②
火
を
止
め
、
砂
糖
、
豆
乳
、
ア
ー
モ
ン
ド
エ
ッ
セ
ン
ス
の
順
に

加
え
て
混
ぜ
る
。
器
に
流
し
入
れ
、冷
蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
る
。

③
鍋
に
Ａ
を
入
れ
、
火
に
か
け
る
。
砂
糖
が
溶
け
た
ら
火
を
止
め

冷
や
す
。

④
食
べ
る
直
前
に
、
②
に
③
を
か
け
、
ク
コ
の
実
を
飾
る
。

年に１回は肺がん・結核検診を受けましょう

　肺がん・結核検診を次の日程で行います。近年は
特に高齢者の結核が増えており、新たな結核患者の
うち80歳以上の人の割合は約４割に、70歳以上の
人の割合は約６割に上がっています。結核などは、
早期に発見できれば重症化を防ぐことができます。
　対象者には、受診票を郵送しますが、転入などで
申込みをしていない人は保健センターへ申し込んで
ください。

月 日 受 付 時 間 実 施 場 所 月 日 受 付 時 間 実 施 場 所

10
月
16
日

（水）

 13:00 ～ 13:20 南周防農地整備事業所
（旧田布施農林事務所）

10
月
23
日

（水）

  9:30 ～  9:40 大村徳正様宅前（小行司）

10:10 ～ 11:30 東田布施公民館
 13:40 ～ 14:10 天神様境内  13:00 ～ 13:30 国木公民館
14:30 ～ 15:30 地域交流館横駐車場  14:00 ～ 15:00 ピクロス田布施店

10
月
17
日

（木）

　9:00 ～  9:20 防災センター 10
月
24
日

（木）

　  9:00 ～　9:20 円満寺

　9:40 ～ 10:10 セブンイレブン
田布施麻郷店駐車場    9:40 ～ 10:20 藤永酒店前

10:30 ～ 11:30 麻郷福祉会館  10:40 ～ 11:30 城南公民館
13:00 ～ 13:40 TAIKO スポーツセンター田布施  13:00 ～ 14:00 西田布施公民館
14:00 ～ 15:00 麻郷公民館

10
月
18
日

（金）

　9:00 ～  9:20 竹尾公民館
　9:40 ～ 10:00 中郷児童公園
10:20 ～ 10:40 麻里府公民館
11:00 ～ 11:30 Ａコープ麻里府店跡地
13:00 ～ 13:20 村田誠二様宅駐車場（川西）
13:50 ～ 15:00 JA 山口県　田布施支所

※すでに医療機関・職場などで受診した人、またはこ
れから受診予定の人は、受ける必要はありません。

◇対象者
・40 ～ 64歳でがん検診を申し込まれた人
・65歳以上の人
　（結核検診の受診が義務づけられています）
◇検診料　無料

Ａ

※実施場所を変更していますのでご注意ください。

9月は
『食生活改善普及運動・健康増進普及月間』です。

この機会に生活習慣を見直してみましょう！
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休日・平日夜間のがん検診について
　平日の昼間にがん検診を受診することができない人のために、休日や平日の夜間にがん検診を実施します。
受診の際には、保健センターが発行した受診票が必要です。受診票をお持ちでない人は、保健センターへお申
し込みください。

検診の種類 対象者 検診内容 自己負担額

子宮頸がん検診 20歳以上で
昨年検診を受けていない人

子宮頸部細胞診検査
内診 1,500円

（70歳以上は500円）乳がん検診 40歳以上で
昨年検診を受けていない人 マンモグラフィ

※ 50 歳無料検診対象者は、昨年検診を受けた人も受診することができます。
◇実施医療機関
　医療機関の都合などにより、実施日に受診できない場合があります。必ず事前に医療機関に連絡し、受診し

てください。

検診種目 医療機関名 電話番号 実施日 時間
子 

宮 

頸 

が 

ん 

検 

診

休日

周東総合病院 22-3456 11/17 8:30 ～ 12:30

梅田病院 0833-71-0084 9/1,9/22,10/27,11/10,12/22 13:00 ～ 16:00

みちがみ病院 0833-72-3332 9/29,10/13,10/20 9:00 ～ 12:00

平日夜間 みちがみ病院 0833-72-3332 9/3,10/3,12/3 18:30 ～ 20:00

乳 

が 

ん 

検 

診

休日

周東総合病院 22-3456 11/17 8:30 ～ 12:30

兼清外科 0833-71-0800 9/29,10/27,11/24,12/29 8:00 ～ 12:00

光総合病院 0833-72-1000 9/8,10/13,11/10,12/8 8:30 ～ 11:30

大和総合病院 48-2111 10/20 9:00 ～ 12:30

　
令
和
元
年
度

不
妊
専
門
相
談
会
　

◇
日
時　
10
月
18
日
（
金
）

　
午
後
３
時
～
午
後
５
時（
予
約
制
）

◇
場
所

　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
ク

リ
ニ
ッ
ク
室

◇
内
容

　
不
妊
・
不
育
に
関
す
る
相
談
、
不

妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　
不
妊
・
不
育
に
関
す
る
悩
み
や
ス

ト
レ
ス
を
お
持
ち
の
人
や
不
妊
治

療
に
関
す
る
情
報
提
供
を
希
望
さ

れ
る
人

◇
費
用　
無
料

◇
専
門
相
談
担
当
者

・
産
婦
人
科
医
師　
徳
山
中
央
病
院

山
縣　
芳
明
先
生

・
臨
床
心
理
士
・
生
殖
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー　
佐
々
木　
直
美
先
生

◇
申
込
方
法　
電
話
で
予
約

◇
申
込
締
切　
10
月
10
日
（
木
）

◇
申
込
み
先

　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
班

　
☎
22
‐
３
６
３
１

 

10
月
は

    

『
や
ま
ぐ
ち

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
』

　
～
自
分
の
た
め
、家
族
の
た
め
に
、

定
期
的
に
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
～

　
期
間
中
は
、
町
職
員
も
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
を
着
用
し
、
啓
発
運
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

子育て世代包括支援センター

『2
に こ に こ

525 たぶせ』を開設します

　5 月に募集した子育て世代包括支援センターの愛称は
『2

に こ に こ
525 たぶせ』に決定しました。

　本センターは、妊娠から出産・子育てまで切れ目のない支
援を行う身近な拠点として、10 月１日に田布施町保健セン
ター内に開設します。お気軽にご来所ください。
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８/３ 強い日差しの下で、夏まつり
　田布施地域交流館で『ギンギラ夏まつり』が開催
されました。
　真夏の日射しが照りつける中、2,000食限定無
料のかき氷が提供され、かき氷を受け取った人は、
嬉しそうに食べていました。
　恒例のじゃんけん大会では、魚介類やお米など
の景品が用意され、優勝者は喜びを隠せない様子
で景品を持って帰りました。

８/23 地元のお米で押し寿司を作りました
　西田布施公民館で、田布施町生活改善実行グルー
プが『子どもわくわく交流会』を開催しました。
　押し寿司、ルビー寒等計4品目を作り、食生活
や地産地消の大切さを子どもたちに伝え、町内の
お米についての勉強会を行いました。
　交流会に参加した子どもたちは初めて作る押し
寿司に苦戦しながらも楽しく作り、交流を深めて
地元の食材に感謝し、押し寿司を食べていました。

８/24 イチジク、旬の季節を迎えました
　田布施町地域交流館で『いちじくまつり』が開催
されました。
　祭りで提供されたいちじくは、田布施町で栽培、
収穫された、桝井ドーフィン、蓬

ほ う ら い し
莱柿、ビオレ・

ソリエスの３種類がお祭り限定価格で出品され、
来場者は田布施イチジク部会や田布施地域交流館
のスタッフに種類ごとの特徴を聞きながら、いち
じくを購入していました。

８/17 暑さを吹き飛ばす盆踊り大会
　麻里府グラウンドで『第41回麻里府地域ふれあ
い納涼盆踊り大会』が開催されました。
　嵯峨音頭、麻里府音頭では、事前に太鼓の練習
を積み重ねてきた子ども達や、来場者も飛び入り
で参加し、大いに盛り上がりました。
　そのほかにも花火大会や多くの出店、恒例の空
くじなしの福引大会があり、最後のプログラムま
で会場は賑わいを見せていました。

Tabuse
Town News
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田
布
施
川
で
準
備
を
し
て
い
る
時
、

地
域
の
人
が
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
こ
こ

で
泳
ぐ
の
が
夏
休
み
の
日
課
だ
っ
た
な

あ
。」と
懐
か
し
そ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

以
前
と
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
、
虫
取
り
網
を
片
手
に

山
川
を
走
り
回
る
子
ど
も
の
姿
は
い
つ

し
か
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
城
南
こ
こ
ろ
教
室（
城
南

小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
）は
、
田
布

施
の
自
然
を
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
、
８
月
９
日
に
夏
休
み
特
別

企
画
『
田
布
施
川
で
遊
ぼ
う
！
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
真
夏
の
空
の
下
、
城
南
地

域
の
子
ど
も
・
地
域
の
方
々
35
人
が
参

加
し
、
小
学
校
の
叶
山
校
長
先
生
も
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

　

夢
中
で
魚
を
追
う
子
ど
も
た
ち
、
初

め
て
魚
を
釣
っ
た
と
喜
ぶ
女
の
子
、
筏

が
ひ
っ
く
り
返
り
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ

て
も
大
笑
い
の
６
年
生
、
見
守
る
大
人

に
も
白
い
歯
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
ち
な

地域
の力を学校に！

城南こころ教室
ふるさとの自然の中で！

み
に
こ
の
筏
は
、
数
十
年
前
の
体
験
を

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
さ
せ
て
あ
げ
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
域
の
方
々
が

手
作
り
し
た
も
の
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ
と

で
の
夏
の
思
い
出
に
な
れ
ば
と
感
じ
ま

し
た
。

問社会教育課
　   ☎ 52-5813

歌を通して人と人を繋ぐ『たぶせ少年少女合唱団』

　8 月 18 日（日）に盛況のうちに幕を閉じた『第
４回サマーコンサート』のステージに立った『た
ぶせ少年少女合唱団』は、団員は 30 人（小学 1
年生～高校 3 年生）で、仲間同士で助け合いな
がら日々の練習に励んでいます。
　今回は『たぶせ少年少女合唱団』の団員にイン
タビューしました。

Q. 活動の中でやりがいを感じるところは？
A. パートごとに練習を頑張って、本番でピッ

タリ合ったときや、コンサート終了後に来
場者の皆さんから直接『よかったよ！』『凄
かった！』と言ってもらえたときに『頑張っ
た成果が出てよかった』と思います。

Q. 今後、たぶせ少年少女合唱団でやりたい
ことは？

A. 合唱団の卒業生と一緒に歌ったりするコ
ンサートができると嬉しいです。

▲第 4 回サマーコンサートの様子

◀練習中の様子

◀
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
団
員

左から順に形山 実穂さん・吉村 優衣さん
・河本 日和さん

◇練習日時
・毎週土曜日
　午前 9 時 30 分～正午
・毎週日曜日（6 月～）
　午後６時～午後８時 合唱団員を募集しています‼

問社会教育課　☎ 52-5813
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　田布施地域交流館は新鮮で安全な田布施産品の地産地消と PR を目的としてい
ます。人に優しく、美味しくて栄養価の高い農産物を皆さまに提供していくこと
が、交流館のコンセプトです。生産者が手塩にかけて育てた野菜・果物・穀物に
磨きをかけて『たぶせ自慢』の商品となるよう、加工・販売に力を入れています。
　今回は、田布施地域交流館の取組み、生産者の声を紹介します。

=　田布施 農ある暮らし　vol.3　=
～農と食をつなぐ地域食文化の発信基地～　協同組合田布施地域交流館

問経済課 農林振興係　☎ 52-5805

こだわり（菓子と惣菜）

　地域交流館のパンは田布施特産のイチ
ジクから独自開発した天然酵母を使用し
製造しています。田布施町産の米粉を使っ
た季節のロールケーキも大人気です。
　田布施産米と食材が味わえる弁当・惣
菜は毎日丁寧に手作りしており、あっと
いう間に売り切れます。地域の女性で構
成される加工部が創意工夫を凝らして、
田布施に愛着を持ってもらえるような商
品開発を続けています。

野菜のブランド化

　おいしい野菜を提供するため、野菜に
含まれている硝酸塩を抑えた野菜作りを
生産者と一体になって取り組み、平成
27 年 11 月に『たぶせ健康野菜』として、
ブランド化しました。野菜に含まれる硝
酸値を世界で一番厳しい EU 基準に合

田布施産米の魅力を存分に

　化学肥料を使用せず有機 JAS 認定肥
料で栽培した、食味値が 82 点以上と高
い米を『たぶせ健康厳選米』としてブラ
ンド化しました。ふるさと納税の返礼品
としても人気です。また、田布施農工
高校と県内酒造会社が共同開発した日
本酒、田布施産有機 JAS 山田錦を 100%
使用した日本酒の販売、古代米ともち米

有機栽培米の取組を広
げていきたいです。

野菜づくりが楽しく
てやめられません。

出荷するときに生産者
から自分のアスパラガ
スを待っていたとお声
掛けいただくのがとて
も嬉しく、励みになり
ます！

わせ、化学肥料を使
用せず、完熟発酵し
た有機肥料を用いた
野菜を認定していま
す。これからも安心、
安全かつ美味しい野
菜をたくさん味わっ
てもらえるよう、取
り組みます。

のおかきの開発な
ど、田布施の米に
特 化 し た 商 品 開
発、販売を行って
います。
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季節のまつり・体験イベント

　田布施地域交流館では、春・夏・秋の３回、
お祭りを開催しています。毎年、2,000 人を
超える来館者で賑わいます。春は『ぜんざい』、
夏は『かき氷』、秋は『豚汁』無料サービス、
生産者からの提供品が当たる『スーパーく
じ』、旬の農水産物が当たるじゃんけん大会
ほか、多くのイベント・出店を用意していま
す。特産品にスポットを当てた『いちごまつ
り』、『いちじくまつり』も人気です。
　社会の変化から、食料の生産に携わる機会
が減る中、田布施地域交流館では田んぼアー
ト田植え、稲刈り体験、芋掘り体験も企画し

ています。魚離れが叫ばれる中、田布施
漁協と企画したお魚料理教室も開催して
います。人と物が集まり、体験を通して、
田布施地域交流館が食を通じた町の活性
化の拠点となるように、新しい取組みを
続けていきます。

▲古代米田んぼアートの様子 ▲新米まつりの様子

DATA
◇組織・経営体名　協同組合田布施地域交流館
◇構成員数　理事 14 人、従業員 14 人・組合員 353 人
　　　　　　（令和元年 7 月末時点）

■交流館を改修します
　国の地方創生拠点整備事業で地域交流館の施設改修を行うことになりました。加工調理室をリ
ニューアルし、イートイン機能のある多目的スペースを新設します。多目的スペースでは田布施農工
高校や田布施総合支援学校、地域の団体などと多様な協働ができる機会を設けます。今後 10 年 20
年先の未来にも、地域の皆さんに愛される地域交流館になるように体制を整備していきます。

■生産者大募集！
　　田布施地域交流館では野菜や果物などの出

荷者を募集しています。
・少量しかない…
・品目が少ない…
・農業初心者…
　生産者同士の交流の中で情報交換ができま
す。生産者を集めた栽培の勉強会も定期的に開

TOPICS

催しています。
　加工品や手芸品も店舗で取り扱っています。
詳細はお問い合わせください。
◇問合せ先　協同組合田布施地域交流館
　☎ 51-0222

栽培技術も指導し
ています！

▲いちごまつりの様子

▲直売所甲子園で優秀賞を受賞

でも大丈夫です！
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 イ ベ ン ト 
ふ
み
き
り
か
ん
か
ん
く
ん	

武
田　
美
穂

親
子
で
楽
し
む
和
算
の
図
鑑	

谷
津　
綱
一

う
ち
に
帰
り
た
く
な
い
と
き
に
よ
む
本

	

北
原
明
日
香

し
ゅ
く
だ
い
か
け
っ
こ	

福
田　
岩
緒

じ
ゃ
な
い
！	

チ
ョ
ー
ヒ
カ
ル

お
ば
け
と
し
ょ
か
ん	

斉
藤　
　
洋

老
筋
ト
レ	

枝
光　
聖
人

日
本
の
星
空
ツ
ー
リ
ズ
ム	

縣　
　
秀
彦

夏
の
騎
士	

百
田　
尚
樹

て
ん
げ
ん
つ
う	

畠
中　
　
恵

我
ら
が
少
女
Ａ	

高
村　
　
薫

の
っ
け
か
ら
失
礼
し
ま
す	

三
浦
し
を
ん

や
が
て
満
ち
て
く
る
光
の	

梨
木　
香
歩

老
父
よ
、
帰
れ	

久
坂
部　
羊

句
俳

短
歌

児
童 

一
般 

藤
井
千
恵
子

小
藤　

淳
子

中
谷
み
さ
を

小
村
み
つ
枝

石
田　

帝
児

お
豆
腐
半
丁
分
の
幸
せ
味
噌
汁
を
炊
く

思
い
出
を
辿
り
思
い
出
を
捨
て
写
真
の
整
理

老
い
れ
ば
老
い
の
句
を
こ
こ
ろ
す
な
お
で
あ
り
た
し

握
手
し
て
吹
っ
切
れ
た
わ
だ
か
ま
り

記
憶
の
糸
が
切
れ
ぬ
よ
う
芯
を
強
く
す
る

周
防
一
夜
会

松
根
千
代
子

曽
我　

欣
行

田
村　

文
代

播
磨　

春
枝

岡　
　

倫
子

向ひ

ま

わ

り

日
葵
の
高
き
に
順
路
見
え
隠
れ

向
日
葵
や
音
の
大
き
な
造
船
所

日ひ
ざ
か
り盛

を
逃
れ
て
入
る
古
本
屋

向
日
葵
の
用
紙
は
み
出
す
一
年
生

後
援
の
小
さ
き
片
陰
ゆ
す
り
合
ふ

麻
郷
俳
句
教
室

藤
田　

京
子

吉
村　

京
子

上
岡　

知
雄

河
村
美
喜
子

地
震
来
る
と
テ
レ
ビ
は
叫
ぶ
夜
深
く

　
　

遠
く
で
鶏
の
鳴
き
声
の
す
る

青
し
る
き
花
を
傾
げ
て
紫
陽
花
は

　
　

沈
黙
深
し
雨
の
一
日
を

島
陰
に
に
ょ
っ
こ
り
満
月
顔
を
出
し

　
　

竿
先
に
ゆ
ら
ぐ
金
色
の
道

仲
良
き
友
癌
に
侵
さ
れ
涙
す
る

　
　

た
だ
呆
然
と
仏
に
祈
る

短
歌

図
書
館
へ

行
こ
う
。

おしゃべり箱おはなしの会
10月26日（土）  午前10時30分～
　図書館 2F 講座室にて

10月の
休館日

問田布施図書館　☎ 52-2288
HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

毎週月曜日・祝日
１日（火）～４日（金）蔵書点検
・15日（火）
月末整理日　31日（木）

『まなの本棚』
　　　　　　　　芦田　愛菜　著

『ガンピーさんのサイ』
　　　　　ジョン・バーニンガム　作

『警視庁災害対策課
ツイッター防災ヒント 110』

　　　　　日本経済新聞出版社　編

　ガンピーさんがアフリカで会ったの
は、親をなくしたサイの子ども。そこで
ガンピーさんは…。
　いつもあたたかいまなざしで子どもや
動物たちを見つめ続けた、ジョン・バー
ニンガムの最後の作品。

　10円玉で袋を簡単に開ける方法、ペッ
トボトルで簡単ランタン、かさばらない
ガムテープ…。災害時やもしものとき
に役立つ知恵と便利技を110紹介する。
警視庁災害対策課のツイッターをもとに
書籍化。

　小学生で夢中になった児童書、次々
と読破したシリーズもの。年間100
冊以上も読み、本について語りだし
たら止まらない芦田愛菜が“秘密の約
100冊”を紹介する。山中伸弥、辻村
深月との対談も収録。
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問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
53
‐
１
１
０
３

（
７
月
19
日
～
８
月
18
日
受
付
分
）

＊
社
会
福
祉
事
業
へ　

尾　
迫　
西
村
健
司

匿
名
１
件

＊
百
歳
記
念
と
し
て

中　
西　
西
光
サ
ト

＊ 

ベ
ッ
ド
借
用
お
礼
と
し
て

長　
田　
杉
山
裕
子

＊ 

香
典
返
し

三　
宅　
前
田
敏
成　
父　
豊

匿
名
２
件

＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

長　
田　
　
清
水
邦
彦

子育て支援センター

はいはい
H30.4.2以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（10月行事）
午前10時～正午

問たぶせ保育園　☎53-1012
おんとも

　９月 21 日～ 30 日は『秋の全国交通安全
運動』期間です。
　秋口からは日没時間が急に早まり、夕暮れ
時や夜間に交通事故の多発が懸念されます。
夜間に外出する際、歩行者の方は、反射材を
身に付けるようにし、ドライバーの方は、ロー
ビームとハイビームをこまめに切り替え、危
険を早期に発見するようにしましょう。

柳井警察署だより

◇運動の重点
・子供と高齢者の安全な通行の確保
・高齢運転者の交通事故防止
・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の

交通事故防止
・全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶
・横断歩道における歩行者優先の徹底（仮）

　交通安全はドライバーだけの問題ではあり
ません。職場や学校、家庭などで交通安全
について考え、みんなで交通事故を防止しま
しょう。

問柳井警察署　☎ 23-0110
　http://www.police.pref.
　yamaguchi.jp/1040/index.htm

秋の全国交通安全運動に
参加しよう

theme

１ 日 ( 火 )　制作遊び
８ 日 ( 火 )　身体測定
15 日 ( 火 )　栄養相談

よちよち

サロンの日の午後１時15分～午後3時30分
■運動会
◇開催日　10月５日（土）（雨天時は6日（日）に順延）
◇場所　たぶせ保育園グラウンド
■詩情公園へ遠足
◇開催日　10月29日（火）
◇集合時間　午前10時（現地集合・現地解散）
※雨天時は支援センターで開催します。
◇持参物　お弁当・お茶・シート

施設開放

Ｈ29.4.2 ～ H30.4.1生まれ対象

３ 日 ( 木 )　制作遊び
10 日 ( 木 )　身体測定
17 日 ( 木 )　体を動かして遊ぼう
24 日 ( 木 )　調理実習 ※予約制 10 組

31 日 ( 木 )　ふれあい遊び

すくすく
H28.4.2 ～ H29.4.1生まれ対象

11 日 ( 金 )　身体測定・運動会ごっこ
25 日 ( 金 )　調理実習 ※予約制 10 組

全員対象
９ 日 ( 水 )　リトミック・誕生会
29 日 ( 火 )　遠足

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１
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平
成
31
年
１
月
２
日
～
令
和
２
年

１
月
１
日
に
、
新
築
、
増
築
お
よ
び

滅
失（
予
定
を
含
む
）さ
れ
た
家
屋
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。調
査
対
象
は
、

居
宅
・
事
務
所
・
店
舗
・
倉
庫
な
ど

の
す
べ
て
の
家
屋
で
す
。
該
当
す
る

人
は
、
次
の
項
目
を
10
月
末
ま
で
に

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
連
絡
項
目　
①
所
有
者
名
②
所
在

地
③
種
類（
居
宅
、事
務
所
、店
舗
、

倉
庫
な
ど
）④
構
造（
木
造
、
軽
量

鉄
骨
造
な
ど
）
⑤
面
積
⑥
異
動
事

由（
新
築
、
増
築
、
滅
失
）⑦
完
成

年
月
日（
予
定
）⑧
連
絡
先

※
滅
失
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度

固
定
資
産
税
納
付
書
に
添
付
の
課

税
明
細
書
と
照
合
・
確
認
の
上
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成

31
年（
令
和
元
年
）以
前
の
新
築
・

増
築
な
ど
で
、
調
査
の
済
ん
で
い

な
い
家
屋
に
つ
い
て
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
税
務
官
と
偽
り
訪
問
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
と

き
は
徴
税
吏
員
証
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　
税
務
課
資
産
税
係

【 

新
築
家
屋
な
ど
の
調
査
を
実
施 

】

く ら し の 情 報

お 

知 

ら 

せ

　
☎
52
‐
５
８
０
４

『
健
康
づ
く
り
は 

人
づ
く
り

み
ん
な
で
つ
く
る 

健
康
職
場
』

　
10
月
１
日
～
７
日
は
『
全
国
労
働

衛
生
週
間
』
で
す
。
各
事
業
場
で
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
事
業
者
ま
た
は
総
括
安
全
衛
生
管

理
者
に
よ
る
職
場
巡
視

・
労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
お
よ
び
ス

ロ
ー
ガ
ン
な
ど
の
掲
示

・
労
働
衛
生
に
関
す
る
優
良
職
場
、

功
績
者
等
の
表
彰

・
有
害
物
の
漏
え
い
事
故
、
酸
素
欠

乏
症
な
ど
に
よ
る
事
故
な
ど
緊
急

【 

全
国
労
働
衛
生
週
間 

】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
の
事
例
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹

介
し
ま
す
。

◇
相
談
内
容　
知
ら
な
い
事
業
者
か

ら
「
今
よ
り
も
電
気
料
金
が
安
く

な
る
。
電
気
料
金
の
明
細
を
教
え

て
ほ
し
い
。」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

教
え
て
も
問
題
な
い
か
。

◇
対
応　
検
針
票
の
記
載
情
報
を
伝

え
る
と
、
一
方
的
に
手
続
き
を
進

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

教
え
て
は
い
け
な
い
と
助
言
。

◇
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

電
気
の
契
約
切
替
え
に
つ
い
て

電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
業
者

名
や
連
絡
先
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
意
思
を
明
確
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。
中
に
は
、
電
力
会
社

が
一
方
的
に
切
替
の
手
続
き
を
進

め
た
と
い
う
悪
質
な
事
例
も
あ
り

ま
す
。
電
話
で
の
口
頭
に
よ
る
意

思
表
示
だ
け
で
も
契
約
の
申
込
に

な
り
ま
す
。
切
替
え
の
必
要
性
を

よ
く
考
え
、
必
要
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
と
断
り
、
迷
う
の
で
あ
れ
ば

対
面
や
書
面
で
の
説
明
を
求
め
る

【 

電
気
の
契
約
切
替
え
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い 

】

　
県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員

の
皆
さ
ま
の
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。

　
交
通
事
故
・
労
働
災
害
・
病
気
や

け
が
な
ど
の
死
亡
、
損
害
、
入
院
な

ど
、住
宅
災
害
や
結
婚
、出
産
、銀
婚
、

小
・
中
・
高
校
入
学
な
ど
の
給
付
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
宿
泊
施

設
利
用
料
助
成
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
受
診
料
助
成
、
国
家
資
格
試

験
な
ど
受
験
料
助
成
や
協
定
し
て
い

る
施
設
の
利
用
割
引
も
あ
り
ま
す
。

◇
特
典　
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め

に
共
済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合

は
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し

て
算
入
可
能

◇
加
入
条
件

・
県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、

契
約
発
行
日
の
前
日
に
健
康
な
人

・
年
齢
は
、
満
15
歳
～
満
71
歳
未
満

【 

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
制
度 

】

な
ど
、
納
得
し
た
上
で
意
思
を
伝

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
電
話
勧
誘
で
契
約
し
た
場
合
、
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
た
は

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

・
経
済
課
地
域
振
興
係

　
☎
52
‐
５
８
０
５

・
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
２
４
２
１

時
の
災
害
を
想
定
し
た
実
地
訓
練

等
の
実
施

・
労
働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会
・
見

学
会
な
ど
の
開
催
、
作
文・写
真・

標
語
な
ど
の
掲
示
、
そ
の
他
労
働

衛
生
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
行
事

な
ど
の
実
施

◇
問
合
せ
先　
経
済
課
地
域
振
興
係

　
☎
52
‐
５
８
０
５
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＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　
令
和
２
年
版
山
口
県
民
手
帳
を
11

月
上
旬
に
発
行
し
ま
す
。

　
山
口
県
勢
や
日
常
生
活
に
役
立
つ

情
報
満
載
！
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
や
日

記
帳
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
内
容　

山
口
県
地
図
、
カ
レ
ン

ダ
ー
、
略
暦
表・満
年
齢
早
見
表
、

日
記
帳（
月
間
・
週
間
）、
観
光
ガ

イ
ド
編
、
統
計
資
料
編
、
生
活
編

（
各
種
相
談
窓
口
、親
族・親
等
表
、

県
内
郵
便
番
号
一
覧
表
）

◇
サ
イ
ズ　
縦
14
㎝
×
横
８
㎝

◇
価
格　
５
５
０
円（
税
込
）

◇
申
込
方
法　

企
画
財
政
課
企
画

【 

山
口
県
民
手
帳
の
申
し
込
み 
】

　

田
布
施
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
『
中
古
メ

ガ
ネ
の
回
収
事
業
』
を
始
め
ま
す
。

使
わ
な
く
な
っ
た
メ
ガ
ネ
を
寄
付
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

【 

中
古
メ
ガ
ネ
の
回
収
に
つ
い
て 

】

（
子
共
は
0
歳
～
満
25
歳
未
満
）

・
１
か
月
の
掛
金（
１
人
分
）は
、
1

型
４
５
０
円
～
4
型
２
０
０
０
円

　

高
齢
者
型
４
５
０
円
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
型
５
０
０
円

◇
問
合
せ
先　

田
布
施
町
共
済
会

（
田
布
施
町
経
済
課
）

　
☎
52
‐
５
８
０
５

・
山
口
県
共
済
会
岩
国
市
駐
在

　
☎
・
FAX
０
８
２
７
‐
24
‐
０
８
１
０

　
９
月
・
10
月
は
『
産
業
廃
棄
物
適

正
処
理
推
進
期
間
』で
す
。

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
・
野
焼
き
を

見
か
け
た
人
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
‐
５
３
８
‐
７
１
０　

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

fuhotoki.hotline@
pref.

yam
aguchi.lg.jp

◇
問
合
せ
先

・
町
民
福
祉
課
環
境
係

　
☎
52
‐
５
８
１
０

・
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
‐
３
６
３
１

【 

産
業
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
期
間 

】
　
農
業
用
ネ
ッ
ト
な
ど
が
突
風
で
飛

ば
さ
れ
、
送
電
線
に
接
触
す
る
な
ど

の
停
電
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
限
ら
ず
、
農
業

用
ネ
ッ
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な

ど
、
風
で
飛
び
や
す
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
固
定
物
に
し
っ
か
り
と
結
び

つ
け
る
な
ど
の
対
策
を
十
分
に
実
施

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
鉄
塔
や
電
線
に
飛
散
物
の
接
触
を

発
見
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
問
い
合
わ

せ
先
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
中
国
電
力
㈱
周
南
電
力
所
送
電
課

　
☎
０
８
３
４
‐
22
‐
７
６
１
５

【 

農
業
用
ネ
ッ
ト
な
ど
の

飛
散
に
ご
注
意
を
！ 

】

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
な
ど
、
近

年
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
多
く
の
農
業

用
た
め
池
が
被
災
し
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農

業
用
た
め
池
の
情
報
を
適
切
に
把
握

し
、
決
壊
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、『
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及

び
保
全
に
関
す
る
法
律
』
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
や
管
理

者
は
、
施
設
に
関
す
る
情
報
を
町
を

経
由
し
、
県
に
届
け
出
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
上
重
要
な
農
業
用
た

め
池
を
都
道
府
県
が
指
定
す
る
制
度

も
始
ま
り
ま
し
た
。
決
壊
に
よ
る
水

害
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
周
辺
の
区

域
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

【 

農
業
用
た
め
池
の
届
出
制
度 

】

農
業
用
た
め
池
を
、都
道
府
県
が『
特

定
農
業
用
た
め
池
』に
指
定
し
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
た
め
池
の
所
有
者
・

管
理
者
に
は
、
届
出
書
を
送
付
し

ま
す
。
記
載
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
制
度
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

・
経
済
課
整
備
係　

　
☎
52
‐
５
８
0
５

・
山
口
県
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
農

村
整
備
部

　
☎
25
‐
３
２
９
４

係
、
各
公
民
館
ま
た
は
図
書
館
に

備
え
付
け
の
申
込
書
で
申
し
込
む

◇
申
込
期
限　
10
月
31
日（
木
）

◇
問
合
せ
先　
企
画
財
政
課
企
画
係

　
☎
52
‐
５
８
０
３

　
集
ま
っ
た
メ
ガ
ネ
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
公
認
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
検
品
し
、
世
界
中
の
メ
ガ
ネ

を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
も
と

へ
送
ら
れ
、
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
回
収
箱
設
置
場
所

　
町
役
場
正
面
玄
関
入
口
・
各
公
民

館
受
付
な
ど

◇
問
合
せ
先

　
田
布
施
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
52
‐
３
２
０
０
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
改
修
費

用
補
助
の
再
募
集
し
ま
す
。

　
国
内
各
地
で
大
き
な
地
震
で
、
住

宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
人
命
被
害
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
切

な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
建
物

　
（
次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
町
内
に
あ
る
３
階
建
て
以

下
の
一
戸
建
て
木
造
住
宅
（
店
舗

な
ど
の
用
途
を
兼
ね
る
場
合
は
、

店
舗
な
ど
に
使
用
す
る
部
分
の
床

面
積
が
延
床
面
積
の
２
分
の
１
未

満
の
も
の
）

・
在
来
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法
、

伝
統
工
法
の
い
ず
れ
か
で
建
築
さ

れ
て
い
る

■
内
容

◇
無
料
耐
震
診
断　
耐
震
診
断
員
を

派
遣
し
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
実
施

・
募
集
戸
数　
２
戸

◇
耐
震
改
修
補
助

　
耐
震
診
断
の
結
果
が
倒
壊
の
危
険

性
が
あ
り
、
改
修
に
よ
り
評
点
を

１
．
０
以
上
に
向
上
さ
せ
る
改
修

【 

耐
震
診
断
と
改
修
費
用
の
補
助 

】

　
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講

習
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　
９
月
28
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
正
午

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
）

◇
会
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛

◇
内
容

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど（
動
き
や
す
い
服
装
）

◇
募
集
定
員　
20
人

◇
受
講
料　
無
料

◇
申
込
方
法

　
光
地
区
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://119.city.hikari.lg.jp/

kyuukyuukoubo.html

）
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
消
防
署
ま
で

持
参

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
３

　
ＦＡＸ
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
１
１

　
E-m

ail　

keibou@
119.city.

hikari.lg.jp

【 

普
通
救
命
講
習 

】

　
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
学
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

◇
第
１
回　
10
月
３
日（
木
）

◇
第
２
回　
10
月
10
日（
木
）

◇
第
３
回　
10
月
17
日（
木
）

■
時
間

　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
10
分

■
場
所　
田
布
施
町
中
央
公
民
館

■
内
容

◇
第
１
回　
『
人
権
に
つ
い
て
』

・
講
師　
田
布
施
中
学
校
長　
鳥
枝

浩
二　
先
生

◇
第
２
回

　
『
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た

め
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

・
講
師　
ｃ
こ

こ

ｏ
ｃ
ｏ
‐
ｅえ

み
ｍ
ｉ
代
表

　
小
林
洋
子　
先
生

◇
第
３
回　
『
日
常
の
人
権
』～
心
に

と
ど
く
こ
と
ば
～

・
講
師

　
人
権
擁
護
委
員　
谷
茂
子　
先
生

■
定
員　
50
人
程
度

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
特
典　
３
回
の
う
ち
２
回
以
上
出

席
し
た
人
に『
修
了
証
』を
授
与

【 

人
権
教
育
学
習
講
座 

】

　
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
役

所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、『
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
』『
制
度
や
仕
組

み
が
わ
か
ら
な
い
』
な
ど
の
困
り
ご

と
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
10
月
28
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◇
場
所　
中
央
公
民
館
1
階
和
室

◇
相
談
員　
行
政
相
談
委
員

◇
相
談
料　
無
料

◇
問
合
せ
先

・
町
民
福
祉
課　
☎
52
‐
５
８
１
１

・
山
口
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐
１
１
０
０

【 
行
政
相
談
週
間（10　  

月
７　  
日
～
13　  
日
） 

】

募　
集

講
習
・
講
座

◇
申
込
期
限　
10
月
２
日（
水
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
社
会
教
育
課

　
☎
52
‐
５
８
１
３

　
山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

『
犬
・
猫
の
譲
渡
会
』『
譲
渡
前
講
習

会
』
お
よ
び
『
子
犬
の
し
つ
け
方
教

室
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
動
物
愛
護
を
推
進
し
、
地
域
の
模

範
的
飼
い
主
と
し
て
活
躍
す
る
人
を

増
や
す
と
と
も
に
、
殺
処
分
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
犬
・
猫

【 

犬
・
猫
の
譲
渡
会
の
開
催 

】

を
お
譲
り
し
て
い
ま
す
。

◇
注
意
点　
犬
・
猫
の
譲
渡
に
関
し

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま

す
。
日
程
な
ど
、
詳
細
は
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
市
陶
９
４
３
‐
12
）

　
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
１
５

【 

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー 
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

】

◇
日
時　
10
月
16
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
場
所

　
柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

◇
内
容　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア
♪

　
～
音
楽
に
の
せ
て
か
ら
だ
や
楽
器

を
使
い
、
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し

ま
し
ょ
う
！
～

◇
講
師　
高
橋　
和
子
氏
（
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
ケ
ア
講
師
）

◇
参
加
料　
無
料

◇
対
象
者　
未
就
園
児
の
親
子
15
組

◇
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

◇
申
込
期
限　
10
月
９
日（
水
）

◇
問
合
せ
先　
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
23
‐
０
６
６
８
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今月の納期

９月・10月
休日納税（相談）窓口

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

◇国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料 （3 期）

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　9 月 29 日（日）　10 月 27 日（日）
※コンビニ収納開始に伴い、平日夜間納税（相

談）窓口は 7 月をもって終了となりました。

◇納付場所　町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

町県民税・固定資産税・軽自動車税
………税務課　　　☎ 52-5804

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料・介護保険料

………健康保険課　☎ 52-5809
保育料および児童クラブ保育料

………町民福祉課　☎ 52-5810
町営住宅使用料および駐車場使用料

………建設課　　　☎ 52-5807
下水道受益者負担金

………建設課　　　☎ 52-5817

●印刷所　キッショウ株式会社　　　本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

… 人口 …
15,252 人
（増減 0 人）

… 男 …
7,277 人
… 女 …
7,975 人

… 世帯 …
7,027 世帯

（８月１日現在）

人口と世帯

　
生
活
基
盤
整
備
支
援
の
２
次
募
集

を
行
い
ま
す
。

◇
支
援
の
対
象
と
な
る
も
の

・
資
材
の
購
入
費　
整
備
や
補
修
に

必
要
な
原
材
料
で
、
常
温
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
セ

メ
ン
ト
真
砂
土
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ

ン
、
粒
度
調
整
砕
石
、
土
の
う
、
床

板
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
、
ベ
ン
チ

フ
リ
ュ
ー
ム
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
な
ど

・
作
業
用
特
殊
機
材
の
借
上
げ
費

　
土
工
機
械
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
、
締
固
め
機
械
、
振

動
ロ
ー
ラ
ー
な
ど

※
資
材
の
購
入
費
と
機
材
の
借
上
げ

費
の
合
計
額
を
、
支
援
基
準
の
限

度
額
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
原
材
料
に
つ
い
て
は
現
物

【 

生
活
基
盤
整
備
支
援
２
次
募
集 

】

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助

・
補
助
金
額　
改
修
経
費
の
80
％

　
（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

・
募
集
戸
数　
２
戸

　
（
募
集
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
）

◇
申
込
期
限　
10
月
31
日（
木
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
建
設
課
土
木
管
理
係

　
☎
52
‐
５
８
０
７

◇
日
時（
小
雨
決
行
）

　
10
月
19
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

【 

た
ぶ
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り 

】

催　
し

支
給
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
支
援
基
準

　
支
援
区
分
／
支
援
限
度
額（
上
限
）

・
道
路
の
改
良
を
主
工
事
と
す
る
も

の
／
受
益
世
帯
数
に
10
万
円
を
乗

　
じ
て
得
た
額
以
内（
50
万
円
）

・
道
路
の
舗
装
・
水
路
の
整
備
・
た

め
池
補
修
・
用
排
水
路
の
浚
渫
、

取
水
施
設
の
補
修
を
主
工
事
と
す

る
も
の
／
受
益
世
帯
数
に
６
万
円

を
乗
じ
て
得
た
額
以
内（
30
万
円
）

・
そ
の
他（
前
記
に
準
ず
る
も
の
）／

受
益
世
帯
数
に
４
万
円
を
乗
じ
て

得
た
額
以
内（
20
万
円
）

◇
申
込
期
限　
10
月
31
日（
木
）

◇
決
定
方
法　
申
請
書
の
内
容
を
審

査
し
、
事
業
の
公
益
性
・
緊
急
性

な
ど
を
考
慮
し
て
、
事
業
を
決
定

　
（
支
援
を
決
定
し
た
場
合
に
は
決

定
通
知
書
を
送
付
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
建
設
課
土
木
管
理
係

　
☎
52
‐ 

５
８
０
７

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

◇
内
容　
健
康
相
談
（
血
圧
測
定
）、

福
祉
車
両
乗
車
、
高
齢
者
擬
似
体

験
、車
イ
ス
体
験
、し
お
り
作
り
、

遊
休
品
、
竹
楽
器
演
奏
、
た
ぶ
せ

少
年
少
女
合
唱
団
、
手
品
、
大
型

絵
本
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー（
景
品
あ
り
）な
ど

※
も
ち
ま
き
は
午
後
１
時
45
分
か
ら

で
す
。

※
会
場
で
ア
ル
ミ
缶
、
古
切
手
、
書

き
損
じ
は
が
き
な
ど
を
収
集
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
着
な
く
な
っ
た

子
ど
も
の
服
も
回
収
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　
田
布
施
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
53
‐
１
１
０
３

　
広
報
８
月
９
日
号
で
、
次
の
と

お
り
作
者
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

◇
14
ペ
ー
ジ

　
『
俳
句
・
短
歌　
周
防
一
夜
会
』

・（
誤
）風
吹
い
て
田
布
施
川
下
る

花
い
か
だ　
　
　
久
光　
良
一

・（
正
）風
吹
い
て
田
布
施
川
下
る

花
い
か
だ　
　
　
久
光　
時
子

お
詫
び
と
訂
正



１
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 16
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00
■肺がん検診　13:00 ～（各会場）

２
（水）

■離乳食教室　10: 00 ～ 11:30（西公） 17
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（里公）
■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

３
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）
■育児サークル　10:00 ～ 12:00（城公）

18
（金）

■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

４
（金）

■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（城公） 19
（土）

■田布施町文化展　9:00 ～（中公）

５
（土）

20
（日）

■第39回城南公民館まつり　9:00～15:00（城公）

６
（日）

■第25回コスモスまつり　10:00 ～ 14:00
　（大波野コスモス広場）

21
（月）

７
（月）

22
（火）

■国民の休日

８
（火）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（西公） 23
（水）

■こころの相談　13:30 ～ 15:00（西公）
■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

９
（水）

■天体教室　19:00 ～ 21:00（城南小） 24
（木）

■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（いきいき）
■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

10
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき） 25
（金）

11
（金）

26
（土）

12
（土）

27
（日）

■詩情公園美化ボランティア　８:00 ～（地域交流館裏）

13
（日）

■たぶせスポーツまつり　9:30 ～
　（TAIKOスポーツセンター田布施）

28
（月）

14
（月）

29
（火）

■妊婦・育児相談　10:00 ～ 12:00（西公）

15
（火）

30
（水）

31
（木）

■みんなのカフェ　10:00 ～ 15:00（いきいき）

QR コ ー ド を
読み取り、手
順に沿ってご
登録ください。

田布施町
メール配信サービス

省
略
文
字

●中公：中央公民館　  　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　  　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校10月のカレンダー

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）
※夜間診療はありません。

9:00 ～ 12:00
（受付 11:30まで）
13:00 ～ 17:00

（受付 16:30まで）
平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

19:00 ～ 22:00
（受付 21:30まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央1-5-3）

◇連絡先（診療時間内）
☎22-9001

【困】 困りごと相談
日時 10月28日（月）
　　 10:00 ～ 15:00
場所 中公１階和室
問 町民福祉課
　 ☎52-5811

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 10:00 ～ 12:00

（祝日・困りごと相談日除く）
場所 町社会福祉協議会
問 ☎53-1103

【心】

【心】

【困】

【法】

    

広
報
た
ぶ
せ

  NO.996

令
和
元
年

９
月
13
日

● 編集・発行　田布施町役場　企画財政課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
℻ 0820-53-0140

HP　　 http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

【法】 弁護士無料法律相談
日時 10月16日（水）
　　 9:00 ～
場所 町役場１階保健室
問 町民福祉課 ☎52-5811
※電話による完全予約制(先着順)


